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さいグループをグループ 1、大きいグループをグループ 2 とし、両群を比較し
た。性別、喫煙歴、血圧値や、糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病関連の血液
検査所見は両群間で類似していたが、脳卒中予後評価で用いられる Modified 
Rankin scaleスコアはグループ 2で有意に予後不良だった。またグループ 2で
は、脳底動脈の高い狭窄率、左右それぞれの椎骨動脈血流量、平均血流速度、最
大収縮期血流速度、拡張末期血流速度が大幅に低下していた。今までの研究で橋
分枝粥腫病の発症リスクに関しては性別、高血圧、糖尿病が挙げられていたが、
橋分枝粥腫病の面積増大リスクについては知られていなかった。 
本研究により椎骨動脈の血行動態学的悪化が、橋分枝粥腫病に、より広範な虚血
性病変を引き起こす可能性があると示唆された。今後、急性期の頸動脈超音波検
査を使用した椎骨動脈の評価が、橋分枝粥腫病の進行予測因子となり得ると考
えられた。 
